
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8月
がつ

は保護者会
ほごしゃかい

がありました。保護者会
ほごしゃかい

の時間
じかん

を使っ て
つか   

、子ども
こ   

たちから来 年
らいねん

1月
がつ

に開 催
かいさい

予定
よてい

の

子ども
こ   

企画
きかく

の子ども
こ   

カフェにご理 解
  りかい

と ご 協 力
  きょうりょく

を保護者
ほごしゃ

の方
かた

に頂く
いただ

ため、子ども
こ   

たちが自分
じぶん

たちでパ

ソコンを使っ て
つか   

資 料 作 り
しりょうづく 

、 発 表
はっぴょう

をしました。 

午後
ご ご

は子ども
こ   

カフェの予行
よこう

練 習
れんしゅう

をしています。保護者
ほごしゃ

と 職 員
しょくいん

からアドバイスを受け
う  

、 練 習
れんしゅう

を

繰り返し
く か え

行いました
おこな    

。 

 

カフェ説 明 会
せつめいかい

・予行
よこう

練 習
れんしゅう

の準 備
じゅんび

に約
やく

4ヶ月
かげつ

の時間
じかん

をかけています。 

 

子ども
こ   

の中
なか

では、「うまく出来ない
で き   

」、「先
さき

が見通せない
みとお   

」などを理由
りゆう

に挫け て
くじ   

泣いて
な   

しまう子
こ
も・・・。 

 

それでも、 職 員
しょくいん

が「子ども
こ   

カフェ、やめる？」と聞く
き  

と子ども
こ   

たちは「やる！」といいます。 職 員
しょくいん

も

子ども
こ   

たちの意思
い し

を 尊 重
そんちょう

し、𠮟
しっ

咤
た

激 励
げきれい

しながら 療 育
りょういく

を続けて
つづ  

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゆうゆうの日常 

～8月だより～ 

令和 7年 9月 5日 

 

カフェ説明会・予行練習 

 

子ども
こ   

たちは、私た ち
わたし  

が思う
おも 

たったこれだけの事
こと

で躓 き ま
つまづき  

す。 

・例えば
たと  

・・・コップを静 か
しず  

に置く
お  

、大きな
おお  

声
こえ

で 発 表
はっぴょう

する、お辞儀
 じ ぎ

の仕方
しかた

など 

 

でも、彼ら
かれ 

にとっては難し く
むずか  

、毎 日
まいにち

練 習
れんしゅう

を繰り返す
く かえ 

必 要
ひつよう

があります。 

(つまり、 療 育
りょういく

を繰り返して
く かえ  

いるのです。*「 療 育
りょういく

」については、令和
れいわ

7年
ねん

4月
がつ

のゆうゆ

うの 療 育
りょういく

にて ご 紹 介
  しょうかい

しております。) 

そうしないと、身
み
につかずどうしても同じ

おな 
ところで躓きます

つまづ   
。 

毎 日
まいにち

、 療 育
りょういく

を繰り返す
く かえ 

。だからこそ、ルールやマナー、コミュニケーションなど社 会
しゃかい

で生きて
い   

いくための知識
ちしき

や動作
どうさ

等
など

が身
み
に付き

つ  
、彼ら

かれ 
の生きる

い   

力
ちから

に変わって
か   

いきます。 

 



 

 

 

 

 

 時間
じかん

をかけ、事前
じぜん

に子ども
こ    

たちでスケジュールをなんとかたて、朝
あさ

早く
はや  

に吉備津彦
きびつひこ

神 社
じんじゃ

へ。 

 バスが遅れる
おく    

などスケジュールが変 更
へんこう

になりながらも楽しく
たの    

1日
にち

を過ごす
す   

ことが出来ま
で き  

した。 

 バスの運 転 手
うんてんしゅ

さんにバスに乗る
の   

時
とき

は、降りる
お     

人
ひと

を待って
ま    

から乗る
の   

と教えて
おし    

いただきました。 

また、 職 員
しょくいん

にお手本
 てほん

を見せて
み   

もらい、降りる
お     

時
とき

は運 転 手
うんてんしゅ

さんにお礼
  れい

を言う
い  

ことが出来ま
で き  

した。 

 暑い
あつ 

中
なか

でしたが、自然
しぜん

に囲まれ
かこ     

子ども
こ    

たちは元気
げんき

で神 社
じんじゃ

の階 段
かいだん

を登って
のぼ   

います。 

 子ども
こ   

たちが大きく
おお     

なったからか、予想
よそう

よりも神 社
じんじゃ

やお寺
  てら

に興 味
きょうみ

をもってくれ、一 緒
いっしょ

に茅
ち
の輪くぐ

りを体 験
たいけん

しています。他
ほか

にもお参り
 まい  

や手 水
ちょうず

の作法
さほう

を学び
まな 

、体 験
たいけん

してます。 

 自分
じぶん

たちで計 画
けいかく

をたて、実 行
じっこう

した達 成 感
たっせいかん

もあったようで、いつもよりもお昼
  ひる

御飯
ごはん

がおいしく感じた
かん    

ようです。 

子ども
こ    

たちがたてた吉備
き び

ロマン無 料
むりょう

循 環
じゅんかん

バスの計 画
けいかく

 

 

  

吉備
き び

ロマン無料
むりょう

循環
じゅんかん

バス 

ゆうゆう              ↓ 

  ↓送迎車
そうげいしゃ

で移動
い ど う

        岡山駅
おかやまえき

西口
にしぐち

 

吉備津彦
き び つ ひ こ

神社
じんじゃ

             ↓無料
むりょう

バス(左回り
ひだりまわ  

) 

  ↓無料
むりょう

バス(左回り
ひだりまわ  

)       龍
りゅう

泉寺
せ ん じ

 

吉備津
き び つ

神社
じんじゃ

              ↓無料
むりょう

バス(右回り
みぎまわ   

) 

  ↓無料
むりょう

バス(右回り
みぎまわ   

)      吉備津彦
き び つ ひ こ

神社
じんじゃ

 

岡山駅
おかやまえき

西口
にしぐち

              ↓送迎車
そうげいしゃ

で移動
い ど う

 

↓               ゆうゆう 

お昼
お ひ る

ご飯
ご は ん

 

↓ 

 ←吉備津彦
き び つ ひ こ

神社
じんじゃ

 

 

 吉備津
き び つ

神社
じんじゃ

→ 

 

 龍
りゅう

泉寺
せ ん じ

 

 

 龍
りゅう

泉寺
せ ん じ

 

 



 

  

 

 

 

 

 

 

 ゆうゆうでは、年
ねん

1～2回
かい

程
ほど

保護者会
ほごしゃかい

を実施
じっし

しております。 

〇内容
ないよう

 

 

 保護者
ほごしゃ

の皆さん
みな    

の知りたい
し    

、学びたい
まな      

という気持ち
きも   

に沿った
そ    

内 容
ないよう

となるように考えて
かんが  

います。 

またゆうゆうでは、保護者
ほごしゃ

のための保護者会
ほごしゃかい

ではなく、「子ども
こ    

たちのための保護者会
ほごしゃかい

」となるように 

工夫
くふう

しています。 

 そのため、保護者会
ほごしゃかい

の内 容
ないよう

は子ども
こ    

たちに詳し く
くわ      

伝え
つた  

、子ども
こ    

たちが納 得
なっとく

した上
うえ

で保護者会
ほごしゃかい

をし

ています。 

 今 回
こんかい

行われた
おこな     

保護者会
ほごしゃかい

では、2つのプログラムを組んで
く    

おります。 

 1つ目
め
は、講話

こうわ
形 式
けいしき

：制度
せいど

や福祉
ふくし

サービス等
とう

の知識
ちしき

を学ぶ
まな  

。 

           子ども
こ    

の様子
ようす

を他者
たしゃ

に伝える
つた     

時
とき

のポイントやどう伝えれば
つた      

良い
よ  

か 

           保護者
ほごしゃ

が実 際
じっさい

に考 え
かんが  

、意見
いけん

等
とう

を伝え合う
つた あ   

技 術
ぎじゅつ

を学ぶ
まな  

 

2つ目
 め

は、子ども
こ    

の 成 長
せいちょう

を感じる
かん   

、自然
しぜん

と保護者
ほごしゃ

が 職 員
しょくいん

と共
とも

に 療 育
りょういく

していく。 

 

ゆうゆうが、このようなプログラムで保護者会をするようになった理由は、 

・ゆうゆうの 療 育
りょういく

を理解
りかい

していただき、知識
ちしき

や技 術
ぎじゅつ

を身
み
につけられる場所

ばしょ
 

・保護者
ほごしゃ

が自分
じぶん

の考 え
かんが 

を伝えれる
つた        

場所
ばしょ

 

・子ども
こ    

の 成 長
せいちょう

を感じられる
かん       

場所
ばしょ

にしたい 

・子ども
こ    

のための保護者会
ほごしゃかい

にしてゆきたい    と考 え
かんが  

たからです。 

 

 

  

ゆうゆうの療育 

～8月だより～ 

保護者会 

～継 続
けいぞく

は 力
ちから

なり～ 

 “どんな小さな
ちい    

ことでも続ければ
つづ      

、 必 ず
かなら   

成果
せいか

となる。”という意味
い み

です。 

その意味
い み

の通り
とお  

、保護者会
ほごしゃかい

を重ねて
かさ    

いくたびに保護者
ほごしゃ

の方
かた

に変化
へんか

が見ら
み ら

れました。 

大きな
おお   

変化
へんか

ではありません。小さな
ちい    

変化
へんか

です。 

けれど、とても大 切
たいせつ

な変化
へんか

だと感じ
かん 

ています。 

 



 

 
  

 

 

 

夏休 み
なつやす  

は、時間
じかん

をかけて子ども
こ    

たちと計 画
けいかく

をたてた社 会
しゃかい

体 験
たいけん

が出来る
でき   

貴 重
きちょう

な時間
じかん

です。 

いつもは、 職 員
しょくいん

が 中 心
ちゅうしん

に計 画
けいかく

をたてることの多い
おお 

社 会
しゃかい

体 験
たいけん

ですが、今 回
こんかい

の吉備
き び

ロマン無 料
むりょう

循 環
じゅんかん

バスは子ども
こ    

が 中 心
ちゅうしん

になって計 画
けいかく

をしています。 

  

 子ども
こ   

たちが、バスの時 刻 表
じこくひょう

を見ながら
み    

1
 
日
にち

のスケジュールをたて、実 行
じっこう

してみました 

 発 達 障
はったつしょう

がいは、先
さき

を見通す
みとお 

( 計 画
けいかく

をたてる)ことが苦手
にがて

なことが多く
おお  

、 柔 軟
じゅうなん

に物 事
ものごと

を考える
かんが   

こ

とが困 難
こんなん

です。 

 

 最 初
さいしょ

の躓 き
つまづき

は、時 刻 表
じこくひょう

の見方
みかた

がわからない。 

 時 刻 表
じこくひょう

の見方
みかた

がわからないため、 左
ひだり

から 順 番
じゅんばん

にバスが進む
すす 

。これがわからない。 

 つまり、スタートとゴールがどちらかわからないと言う
い  

ことです。 

 

 二つ目
め
の躓 き

つまづ 
は、同じ

おな 
バスに何度

なんど
も乗れない

の    
と考えて

かんが   
しまう、右

みぎ
回り
まわ 

と 左
ひだり

回り
まわ 

があるとしたら、一つ
ひと  

しか 考
かんが

えられないなど、マイルールや 柔 軟
じゅうなん

に物 事
ものごと

を考えら
かんが  

れません。 

 

あるお子
こ
さんは、イラつき計 画

けいかく
することを放棄

ほうき
してしまい、泣いて

な    
しまうことがありました。それでも、

計 画
けいかく

をたてるように促します
うなが    

。もちろん、最 初
さいしょ

よりも助 言
じょげん

や補助
ほじょ

を出します
だ      

。 

 

 計 画
けいかく

をたてることは、社 会 人
しゃかいじん

としてとても 重 要
じゅうよう

です。 

 特
とく

に一 般
いっぱん

就 労
しゅうろう

をする 発 達 障
はったつしょう

がいのあるグレーゾーンの子ども
こ    

には。。。 

計 画
けいかく

をたてられなければ会 社
かいしゃ

での通 勤
つうきん

、タスクがこなせません。仕事
しごと

に 影 響
えいきょう

するということもあり

ますが、人 間
にんげん

関 係
かんけい

にもっとも関 係
かんけい

することです。 

・スケジュールがたてられず、友 達
ともだち

との約 束
やくそく

を破る
やぶ 

。 

・仕事
しごと

の優 先
ゆうせん

順 位
じゅんい

を考えられず
か ん が

、仕事
しごと

が間
ま
に合わず

あ    
に 同 僚

どうりょう
や取 引 先

とりひきさき
に迷 惑

めいわく
をかける。 

これも、社 会
しゃかい

に出れば
で    

予想
よそう

できることです。 

 

 計 画
けいかく

やスケジュールをたてることで、自分
じぶん

がいつ何
なに

をするか明 確
めいかく

に分かります
わ      

。分かれば
わ      

先
さき

が見通す
みとお  

ことができ、 発 達 障
はったつしょう

がいのある人
ひと

は、動きやすく
う ご

なる。それと同時
どうじ

に人 間
にんげん

関 係
かんけい

構 築
こうちく

にも役立ち
やくだ  

ま

す。 

・ちゃんと約 束
やくそく

を守る
ま も

。 

・信 頼
しんらい

              などに繋がる
つな     

からです。 

 

吉備ロマン無料循環バス 


